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1．はじめに
　筆者はソーシャルワーカー養成に際するゼミ活動において、ソーシャルワーク実践その
ものではなく、生活行為のなかでソーシャルワークを見出していくことに傾倒し、展開し
ている。なぜなら、ソーシャルワーク実践は生活のしづらさを“何とかすること”を目指
す営みであり、生活のなかで起こるすべてのなかにその現場があると考えるためである。
一見福祉に関係がないと思ってしまうことのなかにも、ソーシャルワークの視点を見出し、
活用しなければならないことが少なくない i。
　他方、2007 年の社会福祉士及び介護福祉士法の改正や社会情勢の変化にともない、授業
の形態や時間のほか、教育メソッドにおいても改革の必要性が説かれている。
　そこで本稿では、上記をふまえ運営してきた A 大学での実践を整理することを通して、
社会福祉実習演習関係授業における帰校日指導のあり方について考察していく。
2．倫理的配慮
　本稿への執筆の趣旨を明示したうえで、授業担当学生が記入する板書や学習ノートを抽
出して本稿に引用すること及び個人が特定されないように配慮することを約し、同意を得
ている。
*　武蔵野大学（非常勤）／東京通信大学
** 東京通信大学
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3．ソーシャルワーク専門職養成教育の現在
　まず、ソーシャルワークを担う社会福祉士について、社会保障制度審議会福祉部会は求
められる社会福祉士像を次のように挙げている ii。
　そのうえで、同年翌月には次のような「社会福祉士の新たな役割」が提示された iii。
　このような経緯を経て 2007 年 12 月、社会福祉士及び介護福祉士法の改正が行われた。
この法改正に伴い翌 2008 年、社会福祉士養成課程及び介護福祉士養成課程における教育内
容等の見直しが行われた。本見直しでは、「実習・演習科目について養成施設と同様の規制」
を課すことで大学と職業世界（実習現場）という二つの学習の場で共通の枠組みを構築す
ることや、教員資格の厳格化、教室設置の規定の明記等がなされた。これにより、さらに
実践力の高い社会福祉士の養成、特に相談援助実習や演習教育における内容の充実が図ら
れた。
　他方、本見直しでは大学の独自性に十分に配慮し、実習を含めた各科目の教育の順をは
じめ大学独自のカリキュラム編成が可能な仕組みが構築された。またその後十年を経た今
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日、日本ソーシャルワーク教育学校連盟が『社会福祉士養成教育の見直しについて』（2018）
において次のように記したように、授業の形式や時間のみならず、個々の教育メソッドま
でも改革の対象となっている iv。
　　　実習科目以外の科目（講義科目や演習科目）においてもアクティブラーニング等の
　　教育方法を活用しながらソーシャルワークに関する知識・技術を実践現場において学
　　ぶことができる時間 v を一定時間確保する新たな枠組みを位置づけ、一定の基準を設
　　けたうえで、総合的・段階的かつ多様なソーシャルワーク実習が行えるよう、実践的
　　なカリキュラムに見直すべき。
4．アクティブラーニングと協調学習
　アクティブラーニングとは、学習者が能動的に学習に取り組む学習方法の総称で、座学
による教授者からの殆ど一方的となる知識習得の学習方法に対し、「認知的、倫理的、社会
的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る」（2012 年 8 月中央教育審議
会答申）内容とされている vi。
　ここで教育をティーチングとコーチングに分類して考えると、座学はティーチングに当
てはまる。一度に多人数に対し統一的に同じ内容の知識や技術を伝達できるため、基本知
識の素早い習得等の教育に適している。これに対して、アクティブラーニングはコーチン
グといえる。学習者が自律的、自発的に学ぶ上で、教授者は一方的に教えるのではなく、
双方向のコミュニケーションのなか支援する。学習者が自ら気づき答えを導き出すため、
汎用的能力の育成に効果は見込まれるが、多様化するため多人数対象の教育としては難し
く、またある程度の時間を要する教育といえる。
　教育現場での実践例に着目すると、グループでの討論（ディスカッション）はアクティ
ブラーニングの学習方法のなかで非常に多く実践されている。グループ内の学習者同士が
課題について討論することで、学習者それぞれが受動的な立場から脱却し、能動的に学習
参加する。ここで重要なのは導かれる結論よりも、学習者同士で議論の展開を経験する過
程であり、他者の知識およびその運用の学習ができ、また理論的思考が深められることに
ある。また報告や発表（プレゼンテーション）は、学習者自身が要点をまとめて他者に伝
える、即ちインプットされた情報や体験を普遍化し、再構成してアウトプットする学習方
法である。学習者自身の理解も、他の学習者へ伝える際にフィードバックされることでよ
り深まり、知識も定着する。さらに聞き手も、発表者からの伝達を判断しながら取り入れ、
質疑応答で相互に確認する。他の学習者との同調や反発、ときに学習者同士の競争心は「社
会的刺激」として学習に寄与する。
　上記二つの学習方法は「協調学習」と呼ばれる、複数の学習者がグループ活動の中で意
見を交換し、お互いの学習を協力し合いながら解を導こうとするという学習形態ともいえ
る。学習とは体験や伝聞などによる経験の蓄積であり、外部からの刺激や情報の授受によ
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る個人の内的な変化をもたらす活動である。しかしローマクラブの「限界なき学習」（1980
年）刊行後は、学習は個人単位のものだけでなく、集団・社会・国家などの単位でも行わ
れる活動であるという考えが広まった。またヴィゴツキーの提唱する「最近接発達領域
（Zone of Proximal Development）」は子どもの発達についてであるが、自力で問題解決で
きるレベルと、問題解決の過程に教授者や仲間の援助があって解決するレベルとの間に存
在する領域のことで、ヴィゴツキーは教育的な働きかけを最近接発達領域に向けられてこ
そ有効であると主張した。即ち学習の社会的要因に焦点が当てられた提唱であり、ここか
ら社会的構成主義による学習、つまり社会的な相互作用を通して知識が共構成される学習
観へと繋がる。協調学習は社会的構成主義に基づく学習法である。
5．A 大学における社会福祉実習帰校日指導
5.1.「社会福祉演習 5」及び「社会福祉実習指導 3」の授業概要
　筆者の矢野が昨年度まで専任教員として従事し、今年度は非常勤を務める A 大学での社
会福祉実習帰校日指導について述べる。A 大学では、2 年次の 3 学期に社会福祉士を希望
している学生において実習領域別にクラス分けが行われる。本稿で対象とするのは、なか
でも地域福祉領域のクラスに進んだ学生 vii の一クラス（全四クラス）である。学生は、領
域選択後約一年をかけて社会福祉実習に向かう準備を行う。本稿で述べる「帰校日指導」
はその実習の期間中に行うものであり、本稿では実習中並びにその後を中心に取り扱う。
なお、後述の「社会福祉演習 5」及び「社会福祉実習指導 3」は、実習前後に実習までの学
びの集大成として設定されている科目である。
　「帰校日指導」は、「社会福祉実習」の一部として実施されているものである。「社会福祉
実習」では、理論学習により習得した知識・技術を、180 時間の実習を通し身につける。また、
実習期間に合わせて実習先担当者と連携し、巡回訪問等の個別指導を行う。
　A 大学社会福祉学科では「社会福祉実習」において、下記の能力を育成することを目標
としており、それに基づき、各教員は教育を展開している。
「社会福祉演習 5」及び「社会福祉実習指導 3」は、同一曜日に二時限連続して実施してい
る。この二科目を通して筆者は、二年半の学びやそのうえで向かった実習の経験をふまえ
て「ソーシャルワーカーになるために何を深めないといけないか」を議論させることを通
して、学びを体系化し、普遍化してもらうことを目的としている。より具体的には、A 大
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学社会福祉学科では下記のように示している。
　また、これらを実現させるため、社会福祉演習 5 では実習で得たソーシャルワーク視点
を抽出させ、それをテーマに社会福祉実習指導 3 でディスカッションを行わせることとし
た。そのうえで、学生には次の指示をした viii。
　以上を学生に提示した後、目標達成のための行動を学生に考えさせた。以下は、学生が
検討のうえで計画、実践した授業の流れである。
　なお、教員は二時限目の最後に総括としてグループスーパービジョン x を行う。しかし、
それ以外の時間すなわち学生の計画した実践時間中は、基本的に介入せず、学生同士の学
生同士によるピア / グループスーパービジョン xi、学びの深化、普遍化を重視している。
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εϥϱ  
ʀʰ λʖεϡϩϭʖΩʖͶ͵ΖͪΌͶՁΝ਄Ό͵͏ͳ͏͜͵͏͖ʱ͹ݗ౾  
ʀ٠࿨஦ɼࣰसόʖφɼ͞ΗΉͲգ೧ౕ͹दۂͲ࢘༽͢ͱͪ͘τΫηφɼ 
ηϜʖφϓΧϱ౵ɼՁΝ࢘ͮͱ΍͖ΉΚ͵͏   
 ࣎ؔଵʀՌ໪໌  ླྀ  Η  
दۂ઴ʤ઴յदۂޛʥ 0 ʥ ༀׄ݀Όʁ൅නंɼ࣯ ໲ंɼॽىɼ਒ߨʤέϧηϨʖξʖʥ 
ऀճෳࢳԍस 5 
ʤҲ࣎ݸ໪ʥ  
1 - ⅰʥ 
1 - ⅱʥ 
ط͹ഓ஖׷͓ʁ޳͹࣊ܙࣞ  
൅නʀ࣯ٛԢ౶ʁʴ ൅න 10 ෾ʶ࣯ٛԢ౶ 5 ෾ʵ×5 ਕఖౕ  
※ซ͘घʁ  ൅න಼༲͖ΔΊ͓ΖλʖεϡϩϭʖΩʖ͹ߨಊʀༀׄ͹பड़ 
ٵܞ  -  
ऀճෳࢳࣰसࢨ಍ 3 
ʤ್࣎ݸ໪ʥ  
2 - ⅰʥ 
 
υΡηΩρεϥϱ  
1) τʖϜઅఈʤҲ࣎ݸ໪͹಼༲͖Δʥ  
2) τʖϜͶؖͤΖυΡηΩρεϥϱ   
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5.2. 教育的アプローチ
　社会福祉演習 5 は実習報告（プレゼンテーション）を中心とした授業となる。各回にお
いて、発表者、質問者、書記（板書係）に役割を分けて発表と質疑応答を行う。実習の実
施期間が学生毎に異なるため、授業では未開始、実習中、実習終了の三つの状態が混在し、
質問者は主に実習未開始の学生が担当する。
　実習報告の発表の担当となった学生は実習の内容やそこでの学びを、与えられた時間内
で発表できるように要点を整理する。つまり内省することで情報や体験の再構成が行われ
る。教卓で発表することは、注目を受けることで緊張を生むことになり、発表時に他の学
生がよく見えるうえ、通常は教授者が立つ場所からの視界を経験することによって、自身
の普段の姿を客観視することにもなる。
　発表に対する聞き手は、発表内容つまり他者の情報や体験を、自身の知識として取り入
れていくのだが、座学において教授者から一方的に伝達される「正しい（ものとされる）
知識」と異なり、聞き手のほうで判断し、理解のほか同調や反発、疑問が生じる。そこで
質問者は一層の理解の促進と知識の普遍化のために、発表を傾聴し質問を行う。質問内容
は発表者にとって予期できないこともあり、社会福祉の現場での相談対応の訓練にもなる。
また聞き手は緊張している発表者に配慮した態度で臨むよう心掛ける。これは聞き手全員
が意識して「安心安全の場」をつくることであり、協調学習を円滑に行うだけでなく、社
会福祉の現場においても必要なアビリティといえる。
　書記（板書係）は発表を聞きながら即時に板書していく。口頭発表について、全てを書
き留める必要はないが、発表内容から要点を抽出し板書するためには、発表内容を自身の
知識として再構成しなければならない。これは社会福祉の現場での瞬時の判断や、纏める
力の育成になる。
　社会福祉実習指導 3 では話し合い（ディスカッション）と教員によるスーパービジョン
を行う。話し合い（情報共有）では前述の発表を踏まえて、「ソーシャルワーカーになるた
めに何を深めないといけないか」を議論する。発表時に聞き手は、その内容からみえるソー
シャルワーカーの行動・役割の抽出を行い、学生同士で話し合いのテーマ自体も決定する。
議論中、実習ノート、これまで過年度の授業で使用してきたテキスト、スマートフォン等、
何を使ってもかまわない。つまり自らが講義で得た知識や理論と、実習で実践してきた体
験とを結びつけて普遍化させ、さらに「エキスパート活動」xii によって知識や理解を補い、
議論を深化させていく。話し合いでは必ずしも結論を求めるのではなく、能動的に参加す
る議論の過程が重要であるといえる。
　発表や話し合いの間、教員は基本的には関与しない「教えない教育」となる。原則とし
て学生間で相互に助言を行うピア / グループスーパービジョンを促進し、議論が停滞した
場合や、知識の普遍化が順調ではないと判断した場合のみ介入することがある。また話し
合いの後は、教員による個人スーパービジョンやグループスーパービジョンを行って授業
内を振り返り、学生個々の学びや気づきを支援する。学生は教員によるスーパービジョン
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までを感想とともに授業ノートへ記入する xiii。ここで学びや気づきをフィードバックさせ
て、各学生がそれぞれに考え、理解し、獲得した知識を定着させていく。2 つの授業及び
事後学習によって、実習での自身あるいは他の学生の体験を概念化、理論化及び体系化し、
自らの考えを論理的に構成する力を育成していく。
　また帰校日は協調学習による知識や経験の共構成の場であるが、同時に悩みや不安を共
有し解消する場でもある。実習後は二年半（クラス分け後一年）にわたって培ってきた知
識や技術のうえに実習という実践経験が加わり、これまでの学びが一層体系的になってい
くことから、全員が実習を終えた今、学生同士のピア / グループスーパービジョンが一層
深みを増していくと考えられる。
6．まとめと今後の課題
　本稿では、社会福祉実習演習関係授業における帰校日指導について、A 大学での「社会
福祉演習 5」及び「社会福祉実習指導 3」の実践を整理し、そこでの教育的アプローチを考
察した。学生の主体的な学習によって、講義で得た知識や理論と、実習で実践してきた体
験とを結びつけて普遍化し、社会福祉士として求められる能力の育成を目指している。
　今後は中長期的なキャリア形成の観点から授業を見直し、さらに学生が社会福祉士とし
て活躍していく段階で、授業実践の学習効果を検討していきたい。また外部講師を招聘し
他視点の提供による学生の視野の拡大を図る。さらに地域福祉領域のみならず、ジェネラ
リストソーシャルワーカーの育成への寄与を、学科の教育方針に合わせて検討している。
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巻末資料 3 授業ノートの例
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